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• １）パンフレット作成　　　

• ２）研修　「訪問看護技術としての清潔援助」 　

　

• ３）清拭のマニュアル作成　　　　　

• ４） コンサルテーション 　　　　　　

• ５）衛生材料など、一括購入・管理、リストの作成　

　訪問看護事業所の機能集約及び基盤強化促進に関する事業

福岡県・久留米地域でのモデル事業としての取り組み

久留米市介護福祉サービス事業者協議会
訪問看護部会の協力を得て



ネットワーク化モデル事業の実際

①訪問看護の利用者が
少ない事業者が多く経
営的危機感がある。

新規利用者の開拓が必
要。

②訪問看護の人材
不足。

人材の育成を支援して
離職を防止。

ネットワーク化
共同事業

①訪問看護ステーション
パンフレット作成

訪問看護制度
利用の説明
各事業所の特徴、
マップを掲載。

②スタッフ教育
③マニュアルの作成
④コンサルテーション
⑤衛生材料の共同購入

に向けて
薬剤師会との連携

ネットワークの効果
①主治医や看護職、ケアマネ

ジャー等が訪問看護に認識
を深め導入しやすくなる。

②訪問看護の質の向上
根拠に基づいた看護技術で
ケアを提供し自信に繋がる。

③専門職としての誇りを自覚。
④看護のやりがいを高める。

⑤他事業所の看護師との交流が
でき連帯感が生まれる。

訪問看護ステーションの
経営の安定化
看護の質の向上



訪問看護のＰＲ・パンフレット作成

　

　○　訪問看護のＰＲのためパンフレットを作成し医師会、病院、診療所、
　　　行政、包括支援センター、介護支援専門員等に配布。
　○作成にあたり各事業所の特徴を出し、ステーションを選ぶ時の参考
　　　にしてもらう。
　
　○パンフレットの内容は、
　　活用する職種によって、必要とされる情報が違うため、
　　　①訪問看護ステーションのサービス内容
　　　②訪問看護を継続するために
　　　③医療保険制度と介護保険制度における訪問看護
　　　④Q&A
　　　⑤疾病一覧
　　　⑥訪問看護の利用は医療保険？介護保険？
　　　⑦事業所一覧
　　　⑧事業所マップ
　　　⑨事業所名簿
　　　⑩別紙　料金表



1000部作成・配布先

病院・診療所・医師会
薬剤師会・保健所・市役所・

包括支援センター
介護支援専門員

介護サービス事業所
訪問看護ステーション

事業所の特徴
体制、得意分野
営業時間、職員等



パンフレットアンケートの結果



アンケート回答者

　　職種（重複） 　　　所　属



９.マニュアル類を共同で作成

• 研修時の資料をもとに清拭のマニュアルを作成

• さらに研修講師に指導を受け修正

• 在宅ケアに携わる全ての訪問看護師が、

　プロの技を提供できるように、科学的根拠に基
づくケア技術をマニュアルにした。

　



ケア技術や管理・運営を相互に相談

• コンサルテーション （得意とする専門分野を相互に）

　内容　　・人工呼吸器やカフマシーン等の機器管理　　

　　　　　　・麻薬を使った疼痛管理　　

　　　　　　・難病で身体の移動等への介助、リハビリ 　　

　　　　　　・自動注入ポンプの使い方　

　方法　　受け手側の利用者宅同行訪問、

　　　　　　　事務所でのレクチャー

　　　　　　　　指導者の利用者宅へ同行訪問　

　　　　　　　　　

利用者。家族
の前で指導を
受けたくない

３月９日（月）事例検討会
褥瘡ケアについて、３ｽﾃーションより事例提供

他の内容は次年度へ引き継ぎ研修計画



４.衛生材料等の訪問看護用物品を

共同で購入

• １、各ステーションにアンケート用紙配布
　　　どのような物品が必要か

　　（社）三井・久留米薬剤師会に協力依頼

　　＊各ステーションからのアンケートにより
　　　　必要とされる衛生材料等をリストアップ
　　＊医師会と協議
　　＊次年度は薬剤師会での継続事業



　　　　　　　　　訪問看護師研修会のご案内

　平成２０年度訪問看護基盤強化促進モデル事業として下記研修会を開催いたします。

　講師：久留米大学医学部看護学科　学科長　教授　野村志保子先生

１　日時　平成21年　1　月　10　日（　土　）12：00～16：00
２　場所　久留米大学医学部看護学課　実習室
３　対象　久留米市内訪問看護ステーション所属の看護師約50名
４　内容　訪問看護技術としての清潔援助　講義および演習　
５　目的　利用者の満足度を高める基礎看護技術を学ぶ。
　　目標　在宅での看護は居住環境が利用者一人ひとり違い、また、
　　　　　限られた訪問時間の中でしかも看護師ひとりで行うことが多いと
　　　　　いう特殊性がある。
　専門職として利用者の満足が得られる看護技術を習得することを目標とする

11.スタッフ教育を合同で実施



「利用者に心地よい生活援助技術とは」～清潔に関わる援助技術を再考～

　　臨地で働く看護師と教育に携わる看護師が一緒に学べる、とても楽しい研修会でした

訪問看護技術としての清潔援助

http://www.med.kurume-u.ac.jp/med/nurs/kisokango/unification0110.htm



研修アンケートの結果

１　研修参加動機（複数回答）

　　　　　　　　
　　　　
　　　 　　　　

２　研修会への期待（複数回答）

３　目的の達成

　　　　　　　　　
　　 　　

４　今後の研修の希望

　　
　 　　　　　　　 　　　　　

　　
　　

目的に惹かれて　 16 講師に惹かれて　 13

上司・同僚に勧められて 14　 自分のケアを見直す 26

研修内容に惹かれて 13 その他　 　 0

知識・技術を得る　 29 具体的な方法を深める 22 　 その他 2

達成できた　 24 だいたい達成できた　 12

希望する　32
①　年1回　　　　→　 9
②　6か月に1回→　21
③　3か月に1回→　　2

希望しない 0 その他（未記入） 4



受講者の背景　　　　（Ｎ＝36）

　受講者の年代 訪問看護経験年数



意見・感想の一部　（年代と訪問看護経験年数）

・　　看護技術の奥深さを改めて見直す機会ができました。野村先生のむだのない動き、
美しさを忘れないように ケアを継続していきたいと感じました。（40代　5～10年未満）

　
・　日常の看護技術の原理原則から学習する機会になりました。（40代　10年以上）

　
・　他の施設のスタッフと交流もでき、実りの多い1日でした。（30代　1～3年未満） 　

・　基本的なことを学ぶことで今後に生かせると思います。理論に基づいた技術はとても
気持ちよく、身をもって 体験し、利用者様に還元したいと思います。（40代　3～5年未満） 　

・　前回参加させて頂きましたが、やっぱり繰り返し原点に戻ることの大切さや、看護はす
ばらしいと改めて感動し ています。（５０代　１０年以上） 　

・　すばらしい実習環境と器具（物品）、看護の姿勢について改めて学ぶことができました。
ケアの再認識と今後の 業務に活かしていきます。（40代　5～10年未満）

　
・　訪問看護師のケアの宝となるべき清潔援助や基本動作のボディメカニズムについて、

改めて学習する機会が　持てとても良かったです。また看護学科の貴重な実習室、
先生方の手厚い指導を受けとても貴重な体験となりました。（40代　5～10年未満）



モデル事業の成果

＜スタッフ教育、コンサルテーションの実施、マニュアル作成＞
　○　訪問看護師の自信が高まり訪問看護の質向上が図られる。
　○　ステーション同士のネットワークができ、気軽に相談。
　○　マニュアル作成。
　○　市内の訪問看護ステーションの訪問看護師は意欲的に研修参加。

＜パンフレット作成・配布＞
　○　訪問看護のＰＲができた。主治医や地域連携室等の職員、ケアマネジャー

からの問い合わせが増えた。
　　（パンフレットは好評であり、まだ入手希望者がある。残量なし。
　　アンケートの記載内容にも、制度やサービスの紹介に役に立つ。
　　事業所の特徴が参考になる。事業所を選ぶ時参考にする。等）

＜薬剤師会の協力により＞
　○市内の訪問看護ステーションへアンケート調査とヒアリングにより
　　調剤薬局に置く、衛生材料等をリストアップ。調剤薬局、医師会の協力。
　　次年度は薬剤師会により、この課題を継続して取り組む。　　
　
　
　

利用者の増加や人材の確保の評価までには至っていない。


